
 日常ボランティアの活動　  	

一般財団法人やまとコミュニティホスピタル

ボランティアに興味のある方いませんか？	
わたしたちと一緒に活動してくれる方を募集中です！！

光ヶ丘スペルマン病院

ご質問があれば、パストラル室までお問い合わせください。
光ヶ丘スペルマン病院　パストラル室　牛坂・大山　

☏：022-257-0231（代表）　✉:pasutoral-dep@spellman.or.jp

　光ヶ丘スペルマン病院のボランティアの活動は、1994年から開
始され約30年の歴史があります。当院では、今まで多くのボラン
ティアの方に支えられながら、患者さんやご家族に対してきめ細か
なサポートをしてきました。	
　ボランティアは様々なバックグラウンドを持つ方が集まり、それ
ぞれの強みをボランティア活動に活かしていただいています。各ボ
ランティアの活動時期は1週間に1回2時間が基本となっています。

 ボランティアＱ＆Ａ 	

 専門ボランティアの活動　  

 やりがい（ボランティアの方の声）  

　院内の廊下や病棟内に、季節に応じた飾りつけを行ったり、お花の活け替
え、ホスピス棟屋上庭園の植栽や手入れなども行っています。少しでも患者
さんの心が和みますように、との思いで活動しています。	
　今後はベッドサイドでの朗読サービス、ＣＤやＤＶＤの貸し出し、お茶の
サービスなど活動を広げていく予定です。

　ピアノの演奏会やお茶会、ハンドマッサージなど、専門的な資格や技術
を提供しています。患者さんのベッドサイドで傾聴したり、患者さん、ご
家族にも心の癒しをお届けしています。

ボランティアは誰でもできますか？	
　特に一般的資格や試験はありませんが、ボランティアコーディネーターとの面談や一定期間の
研修を受ける必要があります。ボランティア講座の受講は18歳以上とさせていただきます。

　患者さんから、「ありがとう‼」と声をかけていただけることは、とてもうれしいことです。
自分の時間や能力を活かし、誰かの役に立つことで、やりがいや喜びをえることができます。	
　患者さんにそっと寄り添い、医療スタッフとの交流を通じて、医療に対する理解や知識を深め
ることができるのも、病院ボランティアならではのものです。
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